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いた。一方、1996 年に Stoker 氏、Weiss 氏らの提案した方法は、現在の核設計における核定数計算に用いられる方
法を発展させた方法であり、現行核設計手法との整合性の観点からサブグループ法や超多群法に対する利点がある。
特にサブグループ法は、ドップラー反応度の計算精度に問題があるとのが知られており、超多群法の場合は計算時間
の問題が生じる。このため、この Stoker と Weiss のアイデアを基本とし、Stamml’er らが PHOENIX コードで用い
た集合体体系における共鳴計算手法を多領域体系に一般化した空間依存共鳴断面積計算法（SDDM）を新しく開発し
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